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1は じ め に

東北稲作の特色として農地貸借の停滞が指摘されること

が多い。しかし一方で,ま だ点的存在ではあるが,大規模
な水田作経営も成立してきている。 2年連続米価引下げと

いう現在の厳しい状況下においては,これら経営が今後ど

れだけ形成,発展じ得ていくかが,今日の地域の稲作の維

持,展開の鍵を握っている。そして,それら経営の発展条
件として経営管理能力が大変重要になってきている。

そこで,本稿では次の 2点に課題を限定し考察する。第
1は ,東北地域における個別拡大型での経営展開 (大規模
化 )が ,従来の家族労作経営ではみられなかった新たな管

理領域を形成することを明らかにする。第 2は ,岩手県和

賀町における大規模水田作経営の過去 3か年の具体的事例

をもとに,どのような管理問題が発生し,経営管理が行わ

れているか,そこでの意思決定の特徴を明らかにする。

2 大規模水田作経営における
経営管理領域の形成

大規模水田作経営において新たな経営管理領域がいかな

る要因により形成されるかを整理すると次のとおりである。

第 1は ,作付・作業規模の拡大に対する技術的制約であ

る。作業適期幅の存在から作付・作業規模の拡大に伴って

適正な作業期間を越える,あ るいは早晩限に近づくという

問題が生じる。そのため,移植や収穫適期内にいかにして

作業を終了するかが重要な管理問題となる。

第 2に ,作付 作業規模の拡大に伴う圃場分散の発生が
ある。我が国の零細土地所有という状況の中で土地を集績

し,作業受託を拡大していけば,どうしても圃場は分散す

る。そのために,分散圃場をいかに効率的に作業していく

かという作業管理問題や各圃場それぞれの特色 ,条件に応

じた栽培管理 ,品種配置問題が必然化する。

第 3に ,米流通体制の変化と品種間価格差の顕在化があ

る。消費者の良食味米志向や単収増によりもたらされる超過

米の発生が自主流通米の必要性を増加させることから,販

売戦略としてどの品種をどれだけ作付けるかが重要な課題

となるが,こ れらは作業適期幅の延長や冷害回避等の問題

と併せて品種選択を多様化,複雑化する。

第 4に ,規模拡大に伴う危険の増大,大型化がある。作

業単位の拡大からそれに失敗すれば修復が極めて困難とな

るため,事前の慎重な栽浩・作業管理が不可欠となる。

第 5に ,作業受託に対する顧客対応の発生がある。作業

受託は,一般に契約が不安定であることや,将来における

委託者の自分への農地貸付の期待が受託者にあることなど

から,委託者の気持ちを配慮し,その意向にできるだけそ

うための作業管理を通した顧客対応を必要とさせる。

第 6は ,規模拡大に伴う転作面積の増大である。水田の

規模拡大に伴ってmfF面積も増加することから特に稲以外
の土地利用型作物の定着化が急務となり,転作作物の栽培

管理や転作田等の土地利用調整問題が発生する。

第 7は ,大規模化,複合化に伴う労働組織の再編である。

そこでは他の経営との連携・共同の検討や雇用労働の導入

とそれによる労務管理という管理領域が形成される。

第 8は ,農地購入や投資のための資金調達に係る問題で

ある。それが大型化 ,長期化することから,借入金額や償

還期間の決定が複雑化し,資金管理問題が発生する。

最後に,日標の多様化,複雑化とそれらの相互矛盾の発

生がある。作業の効率化や単収増加など種々な目標を達成

するための手段が必ずしも相互に補完せず,む しろ,矛盾

する場合が多い。そのため,日標のウエイト付けや調整な

ど,日標管理にかかわる管理領域が形成される。

3 大規模水田作経営に
おける経営管理の実態

以上,今日の大規模水田作経営において発生せぎるを得
ない新たな経営管理領域の形成要因を指摘した。そこで ,

次に,大規模水田作経営の具体的事例をもとに経営管理の

実態を検討する。事例とした経営は岩手県和賀町にあり,

経営概況は労働力夫婦 2人 ,水稲作付面積709● (昭和60

年。それ以降は表 1参照 ),複合作物は小麦,枝豆,ピー
マン,根 ミツパである。

ここでは,品種選択 配置と団地別移植作業順序に限定
して,経営管理の各場面における具体的な意思決定の状況

を明らかにする。

“

)品種選択 配置
品種構成の決定においては,①粗収益の増大,②作業適

期幅の延長,③冷害などによる被害の集中化の回避等を目

標におき,摘F作業期間内で作業を終了できるような早生

晩生品種割合を決定する,冷害に対する危険分散を図るた

め多品種化し耐冷性の強い品種を選択する,な どを判断基
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表1 団地の特色と団地別移植作業順序
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注 品種は次のように略記した。早生品種 :アキヒカリ→アヒ,ア キユタカ→アユ, ヒメ′モチ→ヒメ
中生品種 :アキタコマチ→アタ,晩生品種 :ササニシキ‐ササ,コ ガネヒカリ→コネ, トヨニシ■→ トヨ

準として意思決定を行っている。ここでの品種選択の特徴

を整理すれば,相互に矛盾する目標の調整を行っているこ

とや収穫作業の労働ピーク分散など秋作業までも含めた全

行程の作業遂行に対する配慮を品種選択の段階で行ってい

ることが挙げられる。

圃場別品種配置に対しては,作業の効率化と品種特性に

応じた栽浩管理を行うことを目標に,表 1からもわかるよ

うに,①遠隔地及び不定型圃場には作業受託地と競合しな

い早生品種を配置する,②自宅に近い優良地に管理に手間

のかかる良食味品種を配置する,③団地ごとに品種を統一

し作業の効率化を図る,等を判断基準におき意思決定を行っ

ている。この品種配置の特徴を要約すれば,位置,豊度等

圃場条件を考慮し,作業の効率化を考えつつ,良食味品種

の単収を低下させない配慮を行っていることが指摘できる。

12)団地別移植作業順序の決定

田植期間における団地別移植作業順序の決定の際の判断

基準は,表 1に示されるように,①作業受託地の移植は周

辺地域の移植盛期に行う,②水管理の容易な圃場及び自宅

に近い圃場から作業を開始するというものであり,委託者
への配慮が常に図られていることと移植のみでなくその後

の水官埋や除草剤散布,活着肥施肥作業の効率化に対する

考慮がなされていることが特徴的である。

4お わ り に

今日の大規模水田作経営においては,従来の家族労作経

営にない新たな経営管理領域が形成されて来ており,それ

に適切に対処するためには高度な経営管理能力が不可欠と

なっている。また,大規模化に伴い,経営管理は非常に多

様化,複雑化してきている。農家は種々様々な要素を総合

的に判断して意思決定を行っているのであり,単一の指標

で単純に判断しているわけではない。したがって ,農家の

このような意思決定の状況を考慮すれば,一つの最適解で

はなく,日標達成に向けた意思決定過程における段階段階

での望ましい意思決定方法の提示と,その支援方法の確立

を図ることが,経営管理研究の今後の課題である。
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